
■ 弘法の里湯と富士見の湯
「新春キャンペーン」（2面）

■ 市民の安全願い 迫力の演技
「消防出初式」（8面）

今月の表紙
　年初めの祝いの席を彩る、お正月の
逸品の数々。心も体もほっこりさせる初
絞りの日本酒や、目でも舌でも楽しめる
美しい和菓子も、その一つ。
　そんな身近な和の伝統にも、秦野
商
あきんど

人100年以上の技術とおもてなしの粋
が、詰まっています。

特集 （4-5面）

秦野100年企業の
原　点

平成31年（2019年）

No.1208

1 1
毎月2回（1日・15日）発行
編集・発行／秦野市　市長公室広報課
〒257-8501 秦野市桜町一丁目3番2号
代表 ☎0463（82）5111

0463（82）9792
http：//www.city.hadano.kanagawa.jp
1月15日号は休刊します

年
頭
の
あ
い
さ
つ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
平ピ

ョ
ン

昌チ
ャ
ン

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
、
本
庶
佑
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

な
ど
、
日
本
が
世
界
の
舞
台
で
輝
く
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま

し
た
。
一
方
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
災
害
も
多
く
、
改
め
て

防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
市
長
の
職
に
就

い
て
、
間
も
な
く
1
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
鶴
巻
温
泉

駅
南
口
広
場
の
完
成
に
よ
り
、
小
田
急
線
４
駅
の
駅
前
広
場

整
備
に
一
区
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
連
携
を
密
に
し
、
各
駅
周
辺
の
特
性
を
生
か
し
た
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
中
学
校
完
全
給
食
は
、
実
現
に
向
け
て
着
実
に
前
進
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
通
院
に
係
る
小
児
医
療
費
の
助

成
対
象
を
中
学
3
年
生
ま
で
広
げ
る
こ
と
で
、
子
育
て
環
境

を
さ
ら
に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
秦
野
は
、
大
き
く
飛
躍
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
、
２
０
２
１
年
に
は
新
東
名
高
速
道
路
が
開
通
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
産
業
振
興
、
観
光
振
興
を
図
る

た
め
に
、
よ
り
一
層
周
辺
の
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
格
的
な
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
の
た
め
、
今
年
の
４
月

か
ら
市
役
所
の
組
織
体
制
を
再
編
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
２

０
２
１
年
度
を
起
点
と
す
る
新
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、

皆
さ
ま
と
共
に
秦
野
の
未
来
像
を
描
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
元
号
が
変
わ
る
本
年
、
気
持
ち
も
新
た
に
、
ふ
る
さ
と
秦

野
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

秦
野
市
長

高
橋 

昌
和
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例）�桜をモチーフにした作品の展示、桜のウオーキングイベントや撮影
会の開催、桜漬けを生かした商品の販売など

対　象 �期間内に、市内で「桜」にちなんだ作品の展示やイベントの開�
　催、商品の販売などを行う団体・店舗

鶴
巻
温
泉 

弘
法
の
里
湯

名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯

と　き 内　　容
1月1日㈫ 「トラピー焼き」（どら焼き）をプレゼント（先着250人）
2日㈬ お茶をプレゼント（先着250人）
3日㈭ オリジナルタオルをプレゼント（先着250人）
6日、13日、27日の日曜
日　午後2時～3時（13
日は午後3時～4時）

落語

18日、25日の金曜日 大抽選会

※14日㈪は次回使える「200円割引券」をプレゼント。

と　き 内　　容

1月1日㈫～3日㈭

◇甘酒を無料配布（各日先着100人）
◇�7日㈪から使える入浴半額券または粗品をプレゼ
ント（各日先着300人）
◇お楽しみプレゼントガチャ（中学生まで）

12日、26日の土曜日 ヒノキ湯

　カルシウムが豊富な鶴巻温泉は、アルカリ性で肌に優しく、神経痛、
消化器病、婦人病などに効果があるといわれています。
利�用料金　◇平日　1日1000円（市内在住・在勤の方は800円）、2時間800
円（市内在住・在勤の方は600円）　◇土・日曜日、祝日　2時間1000円
　※小・中学生は半額、未就学児は無料。1月1日㈫～3日㈭は休日料金
営�業時間　午前10時～午後9時（1月1日～3日は午後5時まで）　※受け
付けは閉館の30分前まで

休�館日　月曜日（祝日のときは翌平日）　※1月4日㈮は休館

　地下100mからくみ上げた秦野名水が源泉。富士山や丹沢の山並みを
望むことができる露天風呂も楽しめます。
利�用料金　◇平日　3時間800円（市内在住・在勤の方は600円）、3時間
を越えるときは1時間につき100円加算　◇土・日曜日、祝日　3時
間1000円（市内在住・在勤の方は800円）、3時間を超えるときは1時
間につき200円加算　※小・中学生は半額、未就学児は無料

営�業時間　午前10時～午後10時（1月1日㈫～3日㈭は午前11時～午後8
時まで）　※受け付けは閉館の30分前まで

休�館日　第2水曜日（祝日のときは翌平日）

春の秦野
桜キャンペーン

参加者
募集 3月1日㈮～4月30日㈫

　県内一の長さを誇る桜並木「はだの桜
みち」をはじめ、秦野のいたるところで楽
しめる桜を市内外の多くの方に回遊しな
がら楽しんでいただくため、「春の秦野桜
キャンペーン」を実施します。
　桜にちなんだ作品展示やイベント、商
品販売など市民総ぐるみでキャンペーン
を盛り上げましょう。
　参加団体・店舗は、特設サイトで紹介し
ます（公開後も随時募集）。

申し込み �応募用紙（市ホームページにあります）を店舗は〒257-8501�
　�市役所西庁舎1階産業政策課、その他の団体は市役所2階広報課へ郵
送または持参。ファクス（（82）9792）、メール（kouhou@city.hadano.
kanagawa.jp）も可

肌に優しいお湯と絶景に癒
いや
される露天風呂 丹沢の山小屋をイメージした石造りの「山湯」

　県人会相互の連携強化や文化交流を目
的に開催する県人会のつどい。11回目を迎
える今年も、自慢の唄や踊りを披露します。
と�　き　1月27日㈰　午後0時15分～4時
（物産販売は午前11時半～）
ところ　文化会館
内�　容　郷土芸能の披露、15県人会によ
る活動紹介や物産販売など

各
地
の
郷
土
の
文
化
に
触
れ
よ
う

ふるさとお国自慢 県人会のつどい第11回

問い合わせ　市民活動支援課☎（82）5118 問い合わせ　広報課☎（82）5117

とき　1月上旬～5月下旬　ところ・申し込み　
◇ファームスクエア丹沢の森（堀西1328）☎
080（2098）4452　◇かたのいちご園（戸川
1063）☎090（8114）2082　◇石田ファーム
工房（横野582-1、戸川639-1）☎090（1463）
1583　◇村上いちご園（戸川1230）☎080
（8181）9919　費用　700～1950円（子供は500～1450円）　※時期により
異なります

イチゴ狩りへ行こう
完
熟
イ
チ
ゴ
を
食
べ
よ
う

問い合わせ　はだの都市農業支援センター☎（81）7800

問い合わせ　弘法の里湯 ☎（69）2
ふ ろ よ い

641問い合わせ　名水はだの富士見の湯 ☎（82）1
い ー お ふ ろ

026

名水を使った湯で時を忘れてくつろぐ 効能豊かな温泉でほっと一息

正月は、地元の温泉で疲れを癒
い や

して心と体をほぐしませんか。

ココロもカラダもホカホカに

はだのの　　新春キャンペーン

参加者
募集 桜

の
下
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

お
花
見
気
分
で
撮
影
会

桜
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
も
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スポーツ教室

費用　①5000円　②～⑤⑧⑨各日400円　⑥⑦3500円
申�し込み　①⑥⑦は1月8日㈫～14日㈪　②～⑤⑧⑨は開始1時間前

から総合体育館へ

�山岳スポーツセンター��
◇こどもスポーツクライミング教室　とき　2月2日㈯、9日㈯、3月2
日㈯、16日㈯の全4回　午前10時～正午　対象　小学3～6年生20人

（抽選）　費用　5000円　申し込み　1月8日㈫～14日㈪

�総合体育館��
①こども体操教室　とき　1月26日～3月16日の土曜日　全8回　午後1時
～2時45分　対象　平成24年4月1日以前出生～小学2年生30人（抽選）　
②リフレッシュヨガ　とき　2月4日～25日の月曜日（18日を除く）　午後7
時半～8時50分　定員　各日100人　③エアロビクス初級　とき　2月5
日～26日の火曜日　午前9時半～10時50分　2月7日～28日の木曜日　午
後7時半～8時50分　定員　各日85人　④ボクシングエアロ　とき　2月
5日～26日の火曜日　午後1時半～2時50分　定員　各日85人　⑤タイ式
ヨガ　とき　2月6日～27日の水曜日　午前9時15分～10時35分　2月16
日㈯　23日㈯　 午前9時半～10時50分　定員　各日85人　⑥親子ビク
ス教室　◇4～5歳コース　とき　2月6日～3月13日の水曜日　全6回　午
後3時半～4時半　定員　20組（抽選）　◇3歳コース　とき　2月7日～3
月14日の木曜日　全6回　午前9時50分～10時50分　定員　15組（抽選）　 
⑦ミニバスケットボール教室　とき　2月6日～3月13日の水曜日　全6回　
午後5時45分～7時　対象　小学1～4年生20人（抽選）　⑧健康体操教室　
2月7日～28日の木曜日　午後1時半～2時50分　定員　各日85人　⑨ピ
ラティス教室　とき　2月13日～27日の水曜日　午後1時半～2時50分　
定員　各日70人

参加者
募集

問
い
合
わ
せ
　
教
育
研
究
所
☎（
８
６
）９
１
０
２

表
彰
式

と
き
　
1
月
19
日
㈯
　
午
後
3
時
〜
　
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

ふ
る
さ
と
秦
野
検
定
部
門

秦
野
の
歴
史
や
自
然
な
ど
の
知
識
を
問
う「
ふ
る
さ
と
秦
野
検
定
」の
1
級
に
合
格

　�

矢
澤
幸
大
朗（
本
町
小
6
）　
浦
島
美
久（
本
町
小
5
）　
飯
田
和
花（
南
小
5
）　
白

垣
知
優（
南
小
5
）　
添
田
理
人（
南
小
5
）　
永
田
芽
彩（
東
小
5
）　
渡
邉
奈
瑚

（
東
小
5
）　
小
川
舜
介（
西
小
6
）　
髙
木
心
陽（
鶴
巻
小
6
）　
多
田
奈
津
希（
鶴

巻
小
6
）　
八
田
陽
介（
鶴
巻
小
6
）　
日
髙
愛
美（
鶴
巻
小
6
）　
八
幡
萌
音（
鶴
巻

小
6
）　
飯
塚
七
海（
鶴
巻
小
5
）　
井
口
悠
生（
鶴
巻
小
5
）　
北
原
奏
瑚（
鶴
巻
小

5
）　
清
永
浩
子（
鶴
巻
小
5
）　
仲
野
仁
珠（
鶴
巻
小
5
）　
相
原
亮
汰（
東
中
1
）

　
秦
野
の
自
然
、
風
土
、
産
業
、
伝
統
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た

学
習
や
体
験
を
行
っ
た
子
供
た
ち
を
た
た
え
る「
は
だ
の
っ
子
ア
ワ
ー
ド
」。
各

部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。　

秦
野
の
歴
史
を
勉
強
し
な
が
ら
秦
野

を
巡
る
こ
と
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　
秦
野
の
歴
史
が
、
日
本
の
他
の
地
域

や
世
界
と
も
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

体
験
活
動
部
門（
市
内
３
地
区
を
達
成
）

自
然
や
史
跡
な
ど
を
巡
り
、
地
区
ご
と
の
体
験
マ
ッ
プ
を
完
成

　�

鈴
木
佑
真（
本
町
小
6
）　
鈴
木
彩
香（
本
町
小
2
）　
猪
狩
有
吾（
本
町
小
1
）　
小

磯
穂
高（
東
小
5
）　
𠮷
田
勇
誠（
東
小
5
）　
石
塚
廉
太
朗（
東
小
3
）　
武
富
理
緒

（
東
小
3
）　
板
垣
み
ら
い（
東
小
2
）　
𠮷
田
莉
子（
東
小
2
）　
ジ
ラ
ベ
ル
ト
鈴
木

柚
南（
西
小
4
）　
松
尾
風
流（
南
中
1
）　
ジ
ラ
ベ
ル
ト
鈴
木
礼
央（
西
中
1
）

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム（
市
内
7
地
区
全
て
を
達
成
）

　�

鈴
木
佑
真（
本
町
小
6
）　
猪
狩
省
吾（
本
町
小
3
）　
鈴
木
彩
香（
本
町
小
2
）　
石

垣
海
吏（
東
小
5
）　
永
田
芽
彩（
東
小
5
）　
吉
田
瑞
希（
東
小
5
）　
神
戸
誠
一
郎

（
東
小
4
）　
石
垣
千
莉（
東
小
3
）

ダ
ブ
ル
ク
ラ
ウ
ン（
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
と
ふ
る
さ
と
秦
野
検
定
1
級
を
達
成
）

入
賞
お
め
で
と
う

は
だ
の
っ
子
ア
ワ
ー
ド

永田芽彩さん（東小5）

ダブルクラウンを
達成

冬のハイキングイベント
観光ボランティアと歩こう　矢倉沢往還を行く

スケッチハイキング

秦野駅から鶴巻温泉駅まで200年前の古道を訪ねる
とき・ところ　2月8日㈮午前9時半秦野駅改札前集合〜名古木〜弘法山
〜善波峠切り通し〜箕輪駅跡〜午後2時半鶴巻温泉駅　定員　50人（先
着順）　費用　500円
千村から沓掛への甦

よみがえ

った道　
秦野駅から河津桜咲く松田へ
とき・ところ　2月23日㈯午前9時秦野駅改
札前集合〜大川橋〜じばさんず〜千村宿跡〜
沓掛〜延命寺〜午後2時半新松田駅　定員　
50人（先着順）　費用　500円

丘陵からの街並み、白笹稲荷神社を描く
とき・ところ　2月21日㈭午前9時秦野駅改札
前集合〜白笹稲荷神社〜午後3時半　定員　20
人（先着順）　費用　3000円

沓
掛
へ
の
道
を
歩
く

 登 録説明会 　
と�き・ところ　◇1月24日㈭　本町公民館　◇1月25日
㈮　鶴巻公民館　いずれも午前10時～11時半

 利用料金（依頼会員が支援会員に支払う金額） 
◇平日の午前7時～午後7時（年末年始を除く）　1時間700円
◇上記以外　1時間900円
※�子供の送迎に必要な交通費や、支援会員が用意した飲食物、オムツな
どは実費。非課税世帯などは利用料が半額になります。

 支援会員の登録 
　市内在住で育児や保育に理解と熱意のある方なら誰でも登録できます。
登録後の会員間の調整や個別の相談には、専任のアドバイザーが対応し
ます。　※登録には研修会への参加が必要です

　子供を預かる「支援会員」と預ける「依頼会員」で構成するファミリー・
サポート・センター。自宅で子供を預かったり、学校や習い事に送迎し
たりして、子育てを応援しています。あなたも会員として登録しませんか。

子育てを応援
しません

か ファミリー・サポート・センター

問い合わせ　ファミリー・サポート・センター☎（84）1330

　平成30年第4回定例会が11月27日～12月18日に開催され、議案な
ど36件が審議されました。議決された主な内容は次のとおりです。
市税条例の一部を改正
　自動車取得税が廃止されることに伴い、新たに軽自動車税環境性能割
を導入するとともに、従来の軽自動車税を軽自動車税種別割に改めるな
どの改正をしました。
子供の通院に係る医療費の助成対象を拡大
　4月から、対象を中学生までに拡大します。

市議会第4回定例会終わる

問い合わせ　企画課☎（82）5101

問い合わせ　スポーツ協会☎（84）3376

問い合わせ　秦野駅観光案内所☎（80）2303

震
生
湖
へ
の
峠
か
ら



広報 45 平成31年（2019年）1月 1日 平成31年（2019年）1月 1日

㈲城田屋製菓（幸町）

変
化
も
伝
統 「
ぴ
ん
」の
心
意
気

　
「
あ
ま
か
ら
ぴ
ん
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

一
般
的
に
日
本
酒
の
味
を
区
別
す
る
の
は
、

甘
口
と
辛
口
。
こ
れ
が「
あ
ま
」と「
か
ら
」

だ
。
そ
れ
ら
は
＋
3
や
−
2
と
い
っ
た
日

本
酒
度
と
し
て
数
値
化
さ
れ
、
ラ
ベ
ル
に

記
載
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
ぴ
ん
」。
今
は

そ
う
耳
に
し
な
い
が
、
コ
ク
や
キ
レ
、
押

し
味
※1
と
い
っ
た
数
値
化
で
き
な
い
味
わ

い
、
い
わ
ば
日
本
古
来
よ
り
伝
わ
る
、
味

の
総
合
評
価
だ
。

　
「
日
本
酒
は
、
日
本
人
の
感
性
と
同
じ
く

繊
細
で
奥
深
い
。
流
行
に
敏
感
に
反
応
し
、

数
年
で
味
は
揺
れ
動
く
。昔
は
流
行
が
ハ
ッ

キ
リ
し
て
い
た
け
れ
ど
、
特
に
こ
の
10
年

は『
コ
レ
が
一
番
』
と
い
う
も
の
が
な
い
か

ら
、
一
層
作
り
手
を
悩
ま
せ
る
よ
」

　

金
井
酒
造
5
代
目
蔵
元
の
父
の
下
で
専
務

取
締
役
を
務
め
る
佐
野
博
之
さ
ん（
47
歳
）

は
、最
初
に
そ
う
教
え
て
く
れ
た
。
答
え
の

な
い
、
無
限
に
広
が
る
日
本
酒
の
世
界
で
、

創
業
１
５
０
年
の
金
井
酒
造
が
代
々
選
ん
だ

道
は
、「
変
化
を
恐
れ
な
い
」
こ
と
だ
っ
た
。

　

店
の
看
板
銘
柄
で
、
市
民
に
一
番
人
気

の「
白
笹
鼓つ

づ
み」を
生
み
出
し
、
現
在
の
酒
造

の
基
礎
を
築
い
た
の
は
、
市
内
に
ま
だ
5

つ
の
酒
蔵
が
あ
っ
た
大
正
末
期
の
こ
と
。

4
代
目
蔵
元
の
佐
野
秀
郎
氏
が
、
従
来
の

酒
造
り
に
一
石
を
投
じ
、
当
時
の
定
石
だ
っ

た
発
酵
の
具
合
な
ど
を
変
え
て
み
せ
た
。

平
成
を
彩
る「
ま
ん
じ
ゅ
う
屋
」

　

早
朝
3
時
。
い
つ
も
通
り
城
田
屋
製
菓

の
1
日
が
始
ま
る
。
薄
桃
色
の
生
地
を
鉄

板
に
薄
く
敷
き
、
両
面
を
焼
き
上
げ
て
手

早
く
ト
レ
ー
に
並
べ
て
い
く
の
は
4
代
目

の
城
田
英
太
郎
さ
ん（
幸
町
・
73
歳
）。
焼

き
上
が
っ
た
生
地
に
餡あ

ん

を
乗
せ
、
程
よ
く

塩
漬
け
さ
れ
た
桜
の
葉
で
こ
れ
を
く
る
ん

で
い
く
の
は
、
妻
の
サ
ダ
コ
さ
ん（
70
歳
）

だ
。
小
麦
粉
、
砂
糖
、
白
玉
粉
に
桜
の
色

粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
生
地
が
程
良
い
食
感

を
生
み
出
す
。
秦
野
名
水
で
煮
込
ん
だ
小

豆
に
砂
糖
な
ど
を
加
え
バ
ラ
ン
ス
良
く
仕

上
げ
た「
城
田
屋
の
餡
」。
こ
れ
こ
そ
が
店

の
全
て
の
品
の
基
本
と
な
る
。
新
年
の
お

膳
に
色
を
添
え
る
上
品
な
桜
餅
が
出
来
上

が
っ
た
。

　

桜
の
香
り
で
満
た
さ
れ
た
早
朝
の
作
業

場
も
よ
う
や
く
一
段
落
。
バ
ス
通
り
に
面

し
た
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
、
こ
れ
か

ら
配
達
に
向
か
う
。
夜
明
け
前
、
ま
だ
車

の
通
り
も
少
な
い
。

　

定
番
の
和
菓
子
と
い
え
ば
大
福
、
団
子
、

そ
し
て
饅ま

ん

頭じ
ゅ
う

。
だ
か
ら
和
菓
子
屋
は
昔
か

ら「
ま
ん
じ
ゅ
う
屋
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

る
。
平
成
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
機
械
に

頼
る
作
業
は
ほ
ん
の
一
部
で
、
工
程
の
ほ

と
ん
ど
が
今
も
手
作
業
だ
。「
う
ち
の
大
福

は
餅
米
が
原
料
。
餅
粉
で
作
ら
れ
る
も
の

と
は
歯
応
え
が
全
然
違
う
ん
で
す
」
専
門

　
「
そ
れ
ま
で
は
、
今
よ
り
ベ
タ
ベ
タ
で
甘

か
っ
た
。
特
に
秦
野
の
人
は
元
来
濃
い
味

を
好
み
が
ち
。
そ
れ
を
重
ん
じ
つ
つ
も
、

あ
え
て
ス
ッ
キ
リ
し
た
風
味
に
寄
せ
た
の

は
、
糖
分
を
欲
し
が
る
力
仕
事
が
減
り
、

流
行
が
変
わ
る
の
を
い
ち
早
く
予
見
し
て

い
た
の
か
も
」と
博
之
さ
ん
。全
て
は
、人
々

が
今
求
め
る「
ぴ
ん
」を
見
極
め
、
時
代
の

節
目
を
生
き
抜
く
た
め
。
プ
ラ
イ
ド
を
捨

て
る
こ
と
さ
え
も
、い
と
わ
な
か
っ
た
。「
東

京
大
学
の
醸
造
学
教
授
の
指
導
を
仰
ぐ
た

め
、
職
人
気
質
の
4
代
目
が
、
何
度
断
ら

れ
て
も
頭
を
下
げ
て
お
願
い
し
た
そ
う
で

す
。
金
井
酒
造
の
蔵
元
は
、
代
々
大
ナ
タ

を
振
る
う
の
が
好
き
な
ん
で
し
ょ
う
ね
」

　

市
内
唯
一
の
酒
蔵
と
な
っ
て
か
ら
も
、

そ
の
心
意
気
は
博
之
さ
ん
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
。「
跡
継
ぎ
を
考
え
た
学
生
の
頃
は
、

ま
ち
の
酒
蔵
を
絶
や
さ
な
い
と
い
う
プ
ラ

イ
ド
が
強
か
っ
た
。
で
も
そ
う
や
っ
て
気

負
う
と
、
失
敗
し
た
と
き
に
身
動
き
が
取

れ
な
く
な
る
。
ど
こ
か
に
遊
び
心
が
必
要
。

船
頭
に
な
っ
て
、
舵
取
り
の『
ユ
ル
さ
』
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
」

変
え
る
も
の  

変
え
た
く
な
い
も
の

　

そ
ん
な
博
之
さ
ん
自
身
が
大
ナ
タ
を
振

る
っ
た
の
も
、
時
代
の
節
目
・
平
成
元
年
。

酒
蔵
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
を
流
し
て
麹

菌
※2
に
刺
激
を
与
え
る
、
全
国
で
も
類
を

見
な
い
手
法
を
取
り
入
れ
た
。「
動
植
物
に

与
え
る
音
楽
の
影
響
が
研
究
さ
れ
は
じ
め

て
い
た
当
時
、
知
人
に
勧
め
ら
れ
て
試
し

た
ん
で
す
。
角
の
取
れ
た
ま
ろ
や
か
な
味

わ
い
を
売
り
に
、『
音
楽
醸
造
蔵
』
と
し
て

注
目
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
い
わ
ゆ
る「
萌

え
文
化
」
が
世
間
を
に
ぎ
わ
す
4
年
前
に

店
な
ら
で
は
の
食
感
が
根
強
い
人
気
の
秘ひ

訣け
つ

と
、
サ
ダ
コ
さ
ん
は
言
う
。

　

お
祝
い
や
茶
席
な
ど
で
振
る
舞
わ
れ
る

「
練
り
切
り
」は
上
生
菓
子
と
も
呼
ば
れ
る

特
注
品
。
砂
糖
の
中
で
も
最
上
級
の「
和

三
盆
」
を
原
料
に
、
上
品
な
色
合
い
を
ま

と
っ
た
か
わ
い
ら
し
い「
干
菓
子
」
と
と
も

に
、
高
級
菓
子
の
部
類
に
入
る
。
舌
だ
け

で
な
く
目
で
も
楽
し
む
こ
れ
ら
創
作
菓
子

は
、
菓
子
木
型
職
人
が
彫
り
上
げ
た
木
型

な
ど
を
使
っ
て
形
を
整
え
、
さ
ら
に
色
や

飾
り
を
加
え
な
が
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
仕
上

げ
る
。
菓
子
木
型
職
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
っ
た
今
、
城
田
屋
に
あ
る
た
く
さ
ん

の
木
型
は
極
め
て
希
少
だ
。「
こ
れ
を
わ
ざ

わ
ざ
遠
く
か
ら
見
に
来
る
人
も
い
ま
す
よ
」

店
内
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
並
ぶ
木
型
を
指

差
す
サ
ダ
コ
さ
ん
の
頬
が
緩
む
。

時
代
を
越
え
て
次
代
に
継
ぐ

　

城
田
屋
の
歴
史
は
、
初
代
藤
兵
衛
氏
に

始
ま
る
。
平
塚
で
創
業
後
、
曽
屋
神
社
に

近
い
大
道
地
区
に
店
を
構
え
た
。
2
代
目

猪
助
氏
の
時
代
、
沖
縄
の
黒
糖
工
場
で
働

く
な
ど
知
識
と
経
験
を
積
ん
だ
そ
の
息
子

の
盛
司
氏
は
、
秦
野
に
戻
り
3
代
目
を
継

い
だ
。「
和
菓
子
屋
な
の
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や

乾
パ
ン
な
ん
か
も
作
っ
て
ね
。
す
ご
く
に

ぎ
わ
っ
た
ん
で
す
よ
」と
サ
ダ
コ
さ
ん
が
振

り
返
る
。

　

3
代
目
が
語
っ
た
と
い
う
数
々
の
城
田

屋
の
歴
史
。
創
業
し
た「
安
政
」の
時
代
か

ら
万
延
、
文
久
、
元
治
、
慶
応
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
そ
し
て
平
成
…
。
変
わ
ら
ぬ

伝
統
の
味
を
、
今
な
お
多
く
の
人
に
届
け

続
け
て
い
る
。

　

そ
ん
な「
秦
野
の
ま
ん
じ
ゅ
う
屋
さ
ん
」

は
、
市
内
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
専
門
店
と
白

笹
稲
荷
神
社
と
の
三
者
で
コ
ラ
ボ
し
、
キ

ツ
ネ
を
擬
人
化
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描

い
た「
秦
野
萌も

え

酒ざ
け

」を
販
売
し
た
。「
正
直
、

手
探
り
だ
っ
た
。
だ
っ
て
酒
に
必
要
な
要

素
で
は
な
か
っ
た
か
ら（
笑
）。
で
も
、
家

族
に
相
談
し
た
ら『
何
こ
れ
？
と
思
わ
せ

る
の
が
入
口
で
も
い
い
じ
ゃ
ん
』っ
て
。モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
も
萌
酒
も
、
今
や
日
本
酒
に
興

味
が
な
か
っ
た
人
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
て
、
驚
い
て
い
ま
す
」

　

そ
の
遊
び
心
は
、
海
外
か
ら
も
注
目
を

浴
び
始
め
て
い
る
。「
フ
ラ
ン
ス
や
香
港
な

ど
5
カ
国
の
試
飲
会
へ
の
出
品
で
は
、
萌

酒
や
日
本
酒
で
作
っ
た
梅
酒
が
大
人
気
。

海
外
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
」

　

変
わ
り
続
け
る
金
井
酒
造
も
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
酒
を
紹
介
す
る
と
き
に
、
変
わ

ら
ず
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。「
秦
野
は
こ

ん
な
ま
ち
だ
よ
と
、
必
ず
自
分
の
言
葉
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
特
に
水
。
秦
野
の
名

水
が
な
け
れ
ば
、
金
井
酒
造
は
生
き
残
れ

な
か
っ
た
。
１
５
０
年
の
恩
返
し
の
つ
も

り
で
す
。
あ
れ
こ
れ
し
て
も
、
地
に
足
を

つ
け
て『
ま
ち
の
酒
』で
あ
り
続
け
た
い
」

　

年
々
飲
酒
人
口
は
減
り
、
酒
は
も
は
や

当
た
り
前
に
食
卓
に
あ
る
も
の
で
は
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、

お
祝
い
事
な
ど
、
人
生
の
節
目
に
杯
を
交

わ
す
風
習
は
今
も
息
づ
く
。「
日
本
の
文
化

を
守
る
た
め
に
も
日
本
酒
一
本
を
貫
く
。

祝
い
に
寄
り
添
い
、
お
い
し
さ
に
喜
び
、

原
料
を
作
る
農
家
も
酒
職
人
も
喜
ぶ
。
変

わ
ら
ず
み
ん
な
の
笑
顔
と
共
に
あ
り
た
い
」

　

そ
の
つ
な
が
り
を
守
り
続
け
る
こ
と
が
、

金
井
酒
造
の
変
化
の
原
点
な
の
だ
ろ
う
。

正
月
の
祝
い
の
席
に
秦
野
の「
あ
ま
か
ら
ぴ

ん
」、
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
。

に
来
る
若
い
人
が
、
店
先
で
ス
マ
ホ
を
片

手
に
撮
る
の
は
、
三
色
団
子
を
手
に
持
つ

自
分
自
身
。「
お
い
し
い
し
見
た
目
も
き
れ

い
だ
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
市
内

で
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
方
か

ら
は
、
今
度
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
和
菓
子

を
作
っ
て
く
れ
な
い
か
、
な
ん
て
頼
ま
れ

ま
し
た
よ（
笑
）」シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
越
し
に
、

毎
日
お
客
さ
ん
と
の
会
話
を
楽
し
む
サ
ダ

コ
さ
ん
は
店
の「
顔
」だ
。

　

現
在
、
市
内
に
あ
る
ま
ん
じ
ゅ
う
屋
は

13
店
。
市
外
で
は
後
継
者
不
足
な
ど
を
理

由
に
閉
店
す
る
声
も
聞
こ
え
る
が
、
市
内

で
は
ど
の
店
も
い
ま
だ
現
役
。
味
を
継
い

で
い
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
今
も

変
わ
ら
ず
需
要
は
多
い
。
今
、
城
田
屋
で

は
4
代
目
英
太
郎
さ
ん
の
息
子
幸た

か

明と
し

さ
ん

（
45
歳
）が
、
店
を
継
ぐ
べ
く
腕
を
磨
く
。

　

東
京
の
製
菓
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
実

家
に
戻
り
4
代
目
の
下
で
伝
統
の
和
菓
子

作
り
に
精
を
出
す
傍
ら
、
販
路
拡
大
に
も

力
を
注
ぐ
。「
ま
ず
は
う
ち
の
味
を
知
っ
て

も
ら
わ
な
い
と
。
お
店
に
来
ら
れ
な
く
て

も
近
く
の
ス
ー
パ
ー
と
か
で
買
っ
て
も
ら

え
た
ら
な
っ
て
」。
お
と
と
し
か
ら
毎
週
出

店
し
て
い
る
三
崎
朝
市
で
は
、
今
や「
秦
野

の
城
田
屋
」は
看
板
店
の
一
つ
。
お
い
し
い

秦
野
の
水
の
イ
メ
ー
ジ
も
手
伝
っ
て
、
秦

野
ま
で
買
い
に
来
る
人
も
増
え
た
。

　

店
に
届
く
い
ろ
い
ろ
な
声
は
、
毎
日
の

仕
事
の
励
み
に
な
る
と
い
う
。「
お
店
の
原

点
は『
城
田
屋
の
餡
』。
創
業
か
ら
変
わ
ら

な
い
こ
の
味
を
し
っ
か
り
と
継
い
で
い
く

の
が
、
私
の
役
目
で
す
」。
い
よ
い
よ
平
成

が
終
わ
り
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
今
年
。

次
の
時
代
を
継
い
で
い
く
5
代
目
は
、
そ

う
意
気
込
む
。

※
お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
。

変
え
た
く
な
い
か
ら
、
変
わ
る
ん
だ
。

百
五
十
年
の
、い
つ
も
ど
お
り
。

新春特集

　新年は、誰しも明るい未来を思い描きたいもの。そんな時、一度過去の足
跡を振り返ることも大切。昨年11月、秦野商工会議所70周年記念式典で紹
介された「秦野の100年企業」17社も、先代の過去を大切にしてきたからこ
そ、切り開けた道がある。1世紀以上もの間、積み重ねたものは何か。そして、
その原点には何があるのか。毎年正月前に書き入れ時を迎える2社を追った。

秦野の100年企業（50音順・2社除く） ◇飯田工務店（堀川）　◇いがらし酒店（栄町）　◇㈲一
の家（尾尻）　◇宇山商事㈱（寿町）　◇㈱越前屋（寿町）　◇小野酒店（本町）　◇㈲かまか商店（曽
屋）　◇㈱熊沢屋呉服店（寿町）　◇㈱島半（鈴張町）　◇十全堂㈱（本町）　◇立花屋茶舗（本町）　
◇㈲豆峰商店（本町）　◇㈲蓑島鉄工所（本町）　◇山口屋米店（本町）　◇㈱和田呉服店（本町）

㈲金井酒造店（堀山下）
　明治元年創業。自社で丹沢の伏流水をくみ

上げ日本酒を製造する、市内唯一の酒蔵。商

売繁盛や豊作の御利益がある白笹稲荷にち

なむ「白笹鼓」や、麹菌にクラシック音楽を聴

かせて作る「モーツァルトシリーズ」などが主要

銘柄。「音楽醸造蔵」として注目を集めている。

 写真の説明 
1年末の寒さ厳しい蔵の中、新酒の利き酒をする
博之さん 2より醸造に適した水を求め、昭和61年
に元町から堀山下へ酒蔵を移転 34酒の元が均一
に発酵するよう4mの棒で力一杯混ぜる、昔ながら
の仕込み。今はモーツァルトの曲が響く 5正月と
いえば新酒の「にごり酒」。出来を客から聞くのが
毎年の楽しみ 6今も残る大日本帝国政府発行の酒
造免許 7店の3大銘柄。白笹鼓は今年度の東京国税
局酒類鑑評会で3年連続優等賞 8新たなニーズを呼
ぶ「萌酒」のキャラクター「白笹すずな」 9小田急
電鉄企画の「神奈川地酒利き酒会」。「ロマンスカー
秦野駅停車」が平成の思い出と博之さん（後列中央）

秦野100年企業の
原 点

　創業は安政時代と伝えられる。曽屋神社

から四ツ角に抜ける街道沿いで、150年を

超える和菓子作りの技術を伝える市内屈指

の老舗。「落花生まんじゅう」と「丹沢栗太郎」

は観光協会推奨品の認定を受けた銘菓。三

崎朝市やペリーふ頭黒船朝市など市外の朝

市に出店し、精力的に秦野の和菓子の魅力

を広めている。

 写真の説明 
1刺すような冬の空気を肌で感じながら開店。店
の明かりで通りを照らす 2色彩豊かな和菓子が
ショーケースに並ぶ店内は空気も明るい 3桜餅の
生地を均一に次々と焼き上げていく英太郎さん 4
練り切り（左）と干菓子（右）はどちらも正月のお膳
に華を添える一品 5サダコさんと6幸明さん。城
田屋では新年を前に家族総出で「のし餅」を 大量に
作り上げる。出荷量は県内でもトップクラス 7花、
亀、鶴、鯛など繊細に掘り込まれた木型が並ぶ。写
真はほんの一部 8幸明さんの新作「弘法の月」

※1 後味にふくらみがあり、余韻が長く続く　※2 食品発酵のため、米などにコウジカビなどの微生物を繁殖させたもの

1

2

3

4

5678987654

3

2

1

12分で

読めるよ 
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定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

公民館公民館 会館会館だよりだより・

堀川公民館　☎（87）4111
ほりかわ花と子どもの作品展　1月26日㈯正午～
2月8日㈮正午
大根公民館　☎（77）7421
おおね公園野鳥観察会　1月26日㈯　午前9時～
正午　15人　200円
中華まん作り教室　2月15日㈮　午前9時半～正
午　12人　700円
東公民館　☎（82）3232
ミニミニ天体観察会「冬の星座を観察しよう」　1
月26日㈯　午後5時半～7時　親子6組
はるたけ劇場人形劇　2月15日㈮　午前10時～
11時　100人
はだのde山ごはん倶楽部　3月9日㈯　午前9時～
午後4時　20人　3000円　※昼食あり
鶴巻公民館　☎（76）0463
つるまきちびっこ広場　1月26日㈯　午前10時～
午後2時
和布で作るブローチ　1月31日㈭　午後1時半～3
時半　20人　700円

北公民館　☎（75）1678
里山カフェ　1月8日㈫　午前9時半～正午　100円
人権パネル展　1月16日㈬～22日㈫
秦野産大豆・米

こめ

麹
こうじ

で作るみそ作り　1月23日㈬　
午前10時～午後1時　みそ4㎏　23人　3700円
西公民館　☎（88）0003
新春料理教室「きりたんぽを作る」　1月26日㈯　
午前9時半～午後1時　15人　850円
季節の歌声サロン「楽しく歌いましょう」　1月31
日㈭　午前10時～11時半　60人　200円
本の会「伊集院静」　2月8日㈮　午前10時半～正
午　10人　150円
南公民館　☎（81）3001
思い出サロン「元気が出る青春の歌」　1月17日㈭　
午後1時半～3時
初心者パソコン相談　1月22日㈫　午後1時半～
3時半　パソコン持参（Wi-Fi利用可）
バレンタインのミニチョコパウンドケーキ　2月9
日㈯　午前9時半～正午　小学生12人　500円
本町公民館　☎（84）5100
初心者パソコン相談　1月8日㈫　午後1時半～3
時半　パソコン持参
心のふるさと童謡講座　1月19日㈯　午後2時～
4時　誰もが口ずさんだ想い出の歌「大正浪漫を

歌う」　100人　250円
渋沢公民館　☎（87）7751
十割そば教室　1月19日㈯　午前9時～午後1時半　
そば打ち経験者10人　1500円
雛
ひな

まつりはカリフォルニアロールを作ろう　2月7
日㈭　午前9時半～午後1時半　20人　800円
南が丘公民館　☎（84）6411
伝承わらべうた　1月15日㈫　29日㈫　午前11
時半～午後0時半　0歳児の親子8組　各日500円
母と子の絵本を楽しむ会　1月16日㈬　午前10時
～11時　15組（保護者のみの参加可）
身体障害者・高齢者のパソコン講習会　1～3月の
第3土曜日　全3回　午前10時～正午　各回550円
上公民館　☎（87）0212
ふるさと料理教室「地元に伝わる太巻き寿司作り」　
2月6日㈬　午前9時半～午後1時　10人　700円
椎
しい

茸
たけ

のホダ木作りとブルーベリーの挿し木体験　
2月9日㈯　午前9時半～11時半　20人　150円　
※ホダ木1本500円（1人5本まで）
ほうらい会館　☎（81）8310
法律教室「法改正に伴う、わかりやすい相続税」　
1月16日㈬　午前10時～正午　40人
フランス人形折り紙教室　2月18日㈪、25日㈪の
全2回　午前9時半～11時半　16人　150円

ができる方　人数　3人　勤務日など　
週4日　午前8時半～午後4時半（土・
日曜日の勤務あり）　任期　4月1日
～平成32年3月31日　報酬（予定）　
月額12万3000円　■申 履歴書を1月
22日㈫～2月4日㈪に市役所2階債権
回収課へ持参　※2月12日㈫に面接と
論文あり　■問債権回収課☎（82）5134
①特別支援学級介助員
②小中学校教育支援助手

勤務内容　①特別支援学級の子供の
移動・生活介助、安全確保など　②
学習や生活支援の補助など　※いず
れも市内の小・中学校　勤務日など　
①週20時間　②月～金曜日の午前8
時半～午後2時　任期　4月1日～平
成32年3月31日　報酬（予定）　①月
額7万8000円　②◇小学校　時給
986円　◇中学校　時給1086円　■申
履歴書と①「児童生徒とのかかわり
で大切にしたいこと」　②「効果的な
支援となるためチームとして大切に
したいこと」をテーマとした小論文

（400字程度。様式は市役所教育庁
舎2階教育指導課、市ホームページ
にあります）を1月7日㈪～2月8日㈮
に教育指導課へ本人が持参　※2月
16日㈯に面接あり　■問教育指導課☎

（84）2786
「提案型ネーミングライツ」の
パートナー企業

　市内の公共施設の愛称を契約料と
共に提案する制度です。広告宣伝や
地域貢献に役立てませんか。　※契
約料の代わりに、施設の維持管理な
ど市民サービスの向上につながる提
案も可　対象施設　市内のスポーツ・
文化施設、公園など主に市民が利用
する公共施設　■申事前に電話し、申
込書（市ホームページにあります）に
必要書類を添え、1月9日㈬～2月12
日㈫に市役所5階資産経営課へ持参　
■問資産経営課☎（82）5124

統計調査員

勤務内容　市内の事業所や住宅など
を訪問し、各種統計調査票の配布と
回収　■対平成31年4月以降に活動で
きる方　報酬　2～7万円（担当区域
による）　■申事前に電話し、顔写真を
市役所5階行政経営課へ持参　■問行
政経営課☎（82）5102

児童ホーム支援員

勤務内容　小学1～4年生の生活指導
など　勤務日など　月～金曜日は放
課後～午後6時、土曜日や夏休みな
どの長期休業期間は午前8時～午後6
時、1日4～7時間45分、週3～5日程
度　※午後7時までの勤務あり　任
期　平成31年3月31日まで　報酬　
時給1030円　■申履歴書を市役所2階
保育こども園課に持参　※後日職場
見学、面接あり　■問保育こども園課
☎（86）6310

健康・子育て
献血

■時■場 ◇1月5日㈯　12日㈯　26日㈯　
午前10時～11時半、午後1時～4時半　
イオン秦野SC　◇1月22日㈫　午前
10時～11時半、午後1時～4時　市役
所　■問健康づくり課☎（82）9603
楽しい子育て講座
はだっちメント

■時1月25日㈮　午前10時～正午　■場
保健福祉センター　■内こどもに伝わ
るほめ上手　■対小学生までの保護者、
妊婦と家族150人　■問子育て若者相
談課☎（82）6241

子どもの就職を考えるセミナー

■時1月30日㈬　午後1時半～4時半　
■場保健福祉センター　■内ニートやひ
きこもり状態の若者の自立や就職の

ための講演、個別相談会　■定40人（個
別相談は6組）　■申県西部地域若者サ
ポートステーション☎0465（32）4115　
■問子育て若者相談課☎（82）6241

はだの野菜ヘルシー料理講座　

■時1月31日㈭　午前10時～午後1時
半　■場保健福祉センター　■内ツナと
豆腐の袋煮など　■定25人　■費500円　
■問健康づくり課☎（82）9603

シニアライフを楽しもう

◇スタイル改善痛み予防教室　■時2
月1日㈮　8日㈮　午前10時～11時半　
■場北公民館　◇健康はつらつ体操　
■時2月5日㈫　12日㈫　午前10時～
11時半　■場南公民館　◇ポールウ
オーキング　■時2月6日㈬　13日㈬　
午前10時～11時半　■場鶴巻公民館　
■費400円　■対いずれも65歳以上　■問
高齢介護課☎（82）7394
東海大学
健康バス無料測定会

■時■場◇西公民館　2月7日㈭　◇サン
ライフ鶴巻　2月26日㈫　いずれも
午前10時～、10時半～、11時～　■内
骨密度測定、体組成測定など　■定各
回10人　■問健康づくり課☎（82）9603

施設情報
図書館
☎（81）7012

映画会　■時■内◇1月4日㈮　午後1時
半～2時40分　「三遊亭楽太郎十八
番集　二」（落語）　◇5日㈯　午後1
時半～2時10分　「ちびまる子ちゃん」

（アニメ）　◇6日㈰　午後1時半～3
時10分　「ゴジラ」（邦画）　◇14日㈪　
午後1時半～3時40分　「ゴースト　
ニューヨークの幻」（洋画）　◇19日
㈯　午後1時半～3時半　「ガス燈」

（洋画）　■定各日80人（当日先着順）　
おはなし会　■時■内◇1月5日㈯　「つ

るいたち」など　◇12日㈯　「まいご
のアンガス」など　◇19日㈯　「てぶ
くろ」など　◇26日㈯　英語のおは
なし会　いずれも午後2時半～3時　
■定各日30人（当日先着順）　赤ちゃん
といっしょのおはなし会　■時■対1月
11日㈮　2月1日㈮　◇午前10時～
10時40分　0・1歳半児と保護者10
組　◇午前11時～11時40分　1歳半
～3歳児と保護者10組
桜土手古墳展示館
☎（87）5542

新春企画展「遺跡と写真で見る秦野
のあゆみ」　■時1月9日㈬～22日㈫　
■場イオン秦野SC　■内新東名の発掘調
査の成果、駅周辺の移り変わりなど
はだのこども館　
☎（81）7011

キッズおやこ・たいそうひろば　■時1
月11日　25日　2月1日　15日　3月1
日　いずれも金曜日　午前10時～11
時半　■内ダンスやボール・鬼ごっこ
遊び　キッズおやこ・うたのひろば　
■時1月18日㈮　2月8日㈮　午前10時
半～11時半　■内童謡やリズム遊び　
■対いずれも2歳～未就園児と保護者
広畑ふれあいプラザ
☎（77）6061 　　

ふれあい学級「きりたんぽ作り」　■時
1月20日㈰　午前9時半～午後1時　
■対40歳以上14人　■費800円
くずはの家
☎（84）7874

冬の野鳥を探そう　■時1月26日㈯　
午前9時半～11時半　■対小学生以上
30人（小学2年生以下は保護者同伴）

　市県民税第4期、国民健康保険税
第8期の納期限は1月31日㈭です。
■問市民税課☎（82）5129または債
権回収課☎（82）5134

税の納期限

納付書をなくしたときは、連絡してください
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問い合わせ問
締め切り締
申し込み申

費用費
定員定
対象対

内容内
ところ場
とき時

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です。
市のメールアドレスは＠以下に city.hadano.kanagawa.jp を付けてください。

伝言板伝言板 市内の
公共施設を利用みんなの

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

催し案内
絵本の読み聞かせ　◇1月9日㈬　午後3時半～　
堀川児童館　◇10日㈭　午後3時～　大根公民館　
◇12日㈯　午後2時半～　西公民館　◇21日㈪　
午後3時～　鶴巻公民館　おはなしころりん・堀
☎（88）3286
新春ダンスパーティー　1月19日㈯　午後6時～
8時半　本町公民館　社交ダンス舞の会・蛯名☎

（77）4899
演歌の発表会　1月20日㈰　午後1時～4時　文

化会館　秦野うぐいす会・渡辺☎（87）1809
新春邦楽おひき初め会　1月20日㈰　午後2時～
4時　本町公民館　箏や三弦などの演奏　KIDS 
Koto・小瀬村☎（88）0544
ふれあい写真クラブ作品展　1月22日㈫～27日
㈰　午前10時～午後5時（22日は午後1時～、27
日は午後4時まで）　宮永岳彦記念美術館　田山
☎（83）8116
成年後見無料相談会　1月26日㈯　2月16日㈯　
3月23日㈯　午後1時～3時　保健福祉センター　
コスモス成年後見サポートセンター・山口☎090

（4713）5161
秦野オペラの会　1月27日㈰　午後1時～　本町
公民館　坪川☎090（1700）6641

写童倶楽部写真展　1月29日㈫～2月3日㈰　午
前10時～午後5時（29日は午後1時～、3日は午後
4時まで）　宮永岳彦記念美術館　佐々木☎090

（9328）8645
その他
秦野高校地域公開講座　1月19日㈯　午前10時
～正午　「スポーツ鬼ごっこ」「身近な化学」など6
講座　各講座20人または40人　1月8日㈫から秦
野高校☎（77）1491へ
不登校相談会・進路情報説明会　2月2日㈯　午
後1時～4時半　小田原市生涯学習センターけや
き（小田原市荻窪300）　フリースクールなどの活
動紹介、個別相談会など　県教育委員会子ども教
育支援課☎045（210）8292

行政一般
お知らせください
家屋や土地の状況

　家屋や土地の固定資産税は毎年1
月1日現在の状況で課税しています。
用途を変更したときや家屋を取り壊
したときは、すぐに連絡してくださ
い。　■問資産税課☎（82）7390または
☎（82）7391
1月下旬から全戸配布します
「くらしのガイドはだの」改訂版

　市の制度、手続きなどのほか、子
育て、特産品、秦野の四季の花など
の特集を掲載しています。　■問広報
課☎（82）5117

必ず申告を　事業用償却資産

　所有している方は、1月1日現在の
所有状況を申告してください。　※マ
イナンバーなどの記載が必要です　
■時1月4日㈮～31日㈭　■対土地や家屋
を除く事業用の有形固定資産（機械
装置、器具、工具など）　■問資産税
課☎（82）7391

臨時休館します　総合体育館

　電気設備点検のため、1月15日㈫
はお休みします。　■問カルチャーパー
ク課☎（73）8612
助成します
肺炎球菌ワクチンの定期予防接種

■対過去に接種したことがなく、次の
いずれかに該当する方　◇今年度中
に65・70・75・80・85・90・95・
100歳になる　◇60～64歳で、心
臓、腎臓、呼吸器の障害やHIVによ
り日常生活がほとんど不可能な程度
の障害がある　■費3000円（生活保護
世帯、市県民税非課税世帯の方は無
料）　■申3月31日㈰までに、指定医療
機関（市ホームページにあります）へ　
■問健康づくり課☎（82）9603

催　し
コミュニティタクシー
新春お年玉企画

■時1月4日㈮～31日㈭　■内あめのつか

み取り、レンタルDVD店の旧作1枚
無料券プレゼント　■対㈱愛鶴が運行
する「コミュニティタクシー」、「行け行
けぼくらのかみちゃん号」の利用者　
■問公共交通推進課☎（82）9644
就職を支援
個別カウンセリング

■時 1月9日～30日の水曜日　午前10
時～午後4時（正午～午後1時を除く）　
■場市ふるさとハローワーク（秦野駅
前農協ビル3階）　■内適職発見、応募
書類の書き方、面接トレーニングな
ど　■対市内在住の18～65歳の求職
者5人　※30日は保育あり　■問産業
政策課☎（82）9646または市ふるさ
とハローワーク☎（84）0810
子供が元気になれる場所
ベジタステーションはだの

■時1月12日㈯　午前10時～午後0時
半　■場南公民館　■内上智短大の学生
との交流、勉強　※おやつあり　■対
高校生以下40人（親子の参加も可）　
■問子育て支援課☎（86）3460

応急手当講習会

■時1月26日㈯　午前9時半～午後5時
半　■場保健福祉センター　■内市民救
命士講習（心肺蘇生法、AEDの使い
方、搬送方法など）　■対市内在住・在
勤・在学の中学生以上40人　■問警防
対策課☎（81）8020
保健福祉センター
フェスティバル

■時2月3日㈰　午前9時40分～午後2
時　■場保健福祉センター　■内利用団
体の活動発表・展示、模擬店など　
■問地域福祉課☎（82）7392

子ども支援フォーラム

■時2月5日㈫　午後2時～4時　■場保健
福祉センター　■内◇講演「めざそう！
すべての子どもたちの笑顔あふれる
社会in秦野」　講師　草間吉夫氏（東
北福祉大学特任教授）　◇事例発表　
■定200人（抽選）　※保育（予約制）、
手訳通訳あり　■申1月28日㈪までに、
県子ども支援課ホームページへ。電
話も可　■問子育て支援課☎（86）3460

または県子ども支援課☎045（285）
0728
家庭教育支援講演会
「たかがアニメの教育学」
■時2月17日㈰　午後1時半～3時　■場
保健福祉センター　■内「サザエさん」
などなじみ深いアニメから学ぶ日本
の社会や家族構成の移り変わりと教
育　講師　藤本典裕氏（東洋大学文
学部教授）　■定150人　■申電話また
は住所、氏名、電話番号を書きファ
クス（（83）4681）。メール（s-gakus
yu@）も可　※保育あり（予約制）　■問
生涯学習文化振興課☎（84）2792

募　集
ほうらい会館の特定職員

勤務内容　予約の受け付け、事業の
企画・実施など　■対次の全てに該当
する方　◇普通自動車の運転ができ
る　◇パソコンでワードとエクセル
の操作ができる　人数　1人　勤務
日など　月15日（土・日曜日、祝・
休日を含む）　午前8時半～午後5時　
任期　4月1日～平成32年3月31日　
報酬（予定）　月額11万600円　■申履
歴書に運転免許証の写しを添えて、
1月23日㈬までに市役所教育庁舎1
階市民相談人権課へ本人が持参　※
1月31日㈭に面接と論文あり　■問市
民相談人権課☎（82）7618

交通安全標語

区分　◇運転者・同乗者向け　◇歩
行者・自転車利用者向け　◇子供向
け　応募資格　市内在住・在勤・在

学の方　応募方法　任意の用紙に標
語、区分、住所、氏名、電話番号を
書き、1月31日㈭までに〒257-0056
新町5-1市交通安全協会へ郵送　※
各区分1人2点まで　■問くらし安全課
☎（82）9625
国際交流フェスティバル
日本語スピーチ大会の参加者

■時2月24日㈰　午前10時～午後2時　
■場本町公民館　■対市内在住・在勤の
外国籍20人　■申申込書（市役所教育
庁舎1階市民活動支援課、市ホーム
ページにあります）を1月31日㈭まで
に〒257-8501市民活動支援課へ郵
送または持参。ファクス（（82）6793）
も可　■問市民活動支援課☎（82）5118
児童・生徒教育支援教室の
教室支援員

勤務内容　心理的・情緒的要因など
により登校できない児童や生徒の支
援　■対次のいずれかに該当する方　
◇教員資格を持つ　◇大学・大学院
などで心理・教育学の課程を修了　
人数　若干名　勤務日など　週5日

（週29時間）　任期　4月1日～平成32
年3月31日　報酬（予定）　月額17万
8400円　■申履歴書に「学校以外の学
びの場を必要とする、児童・生徒へ
の支援について」をテーマとした小論
文（400字程度）を添えて、2月1日㈮
までに市役所教育庁舎2階教育研究
所へ本人が持参　※2月8日㈮に面接
あり　■問教育研究所☎（86）9102

市税などの納税推進員

勤務内容　戸別訪問し、市税などの
納付督励など　■対普通自動車の運転

市民健康診査など案内封筒の広告

　市民健康診査（後期高齢者医療加入者および39歳以下の登録者が対象）
などの受診券を送付する封筒に掲載します。
■対企業や団体、公益法人など（政治、宗教に関わる団体または公序良俗に
反する団体や企業を除く）　掲載位置　封筒裏面（一色刷り）　※2枠分の使
用も可　発送時期　5月末日　審査方法　希望購入金額と広告内容を合わ
せて総合的に審査　■申申込書（市役所3階健康づくり課、市ホームページに
あります）を1月18日㈮までに〒257-8501健康づくり課へ郵送または持参
■問健康づくり課☎（82）9603

封筒サイズ（㎝） 発送枚数 広告サイズ（㎝） 枠数 最低価格

縦11.0、横21.8 2万9000枚 縦5.5、横8.0 2 各2万9000円

募集
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「広報はだの」は再生紙を使用しています。

広報

　新春を飾る消防出初式。迫力のはし
ご乗りや一斉放水演技など、さまざま
な演技を披露します。一致団結した勇
姿を見に来ませんか。

と�　き　1月12日㈯　午前9時半～正午　
※午前7時にサイレンを鳴らします。
火災と間違えないようにしてください。
と�ころ　カルチャーパーク第3駐車場　
※雨天のときは総合体育館。
内�　容　消防団員の表彰、車両分列行
進、幼年消防クラブの演技など

日頃の訓練の成果を披露

幼年消防クラブの演技

フィナーレを飾る一斉放水

秦
野
と
び
工
組
合
に
よ
る
息
を
の
む
は
し
ご
乗
り

問い合わせ　消防総務課☎(81)7992

「和歌と浮世絵」
図書館　はだの浮世絵ギャラリー

専門スタッフが解説
ギャラリートーク
と�き　◇1月19日㈯　午前11時～11時半、午後2時～2
時半　◇2月1日㈮　15日㈮　3月1日㈮　午後2時～2
時半

クリアファイル販売中

　百人一首などの和歌
にちなんだ浮世絵35点
を展示します。
と�き　1月19日㈯～3月
10日㈰　午前9時～午
後7時（火曜日、祝日
は午後5時まで）

　「風景画」と
「役者絵」の2
種類を販売し
ています。
販�売場所　図
書館、宮永
岳彦記念美術館、ファミリーマート市役所前店
価格　1枚200円

歌
川
国
貞
　
見
立
三
十
六
歌
撰
之
内

藤
原
清
正
　
中
納
言
行
平

坊
や
と
ち
ょ
う
ち
ょ

役
者
絵
デ
ザ
イ
ン

風
景
画
デ
ザ
イ
ン

「宮永岳彦 こどもの世界展」
展示替えします　宮永岳彦記念美術館

　子供たちの姿を描いたポスターや
雑誌の表紙画などを展示します。
と�き　1月12日㈯～6月2日㈰　午
前10時～午後7時（入場は午後6
時半まで）

問い合わせ　生涯学習文化振興課☎（84）2792

文化会館チケット情報

問い合わせ　文化会館☎（81）1211

竹本駒之助の会
人形浄瑠璃 人間国宝の競演
竹本駒之助×吉田和生

5月6日㈪　午後1時～　小ホール　全
席指定　3500円（小学生は500円、中
学生以上の学生は1500円）　※未就学
児は入場できません

1月27日㈰　午前10時発売（電話受け付けは午後1時～） 新成人のつどい
と�　き� 1月14日㈪　午前10時半
～正午
　※午前9時45分から受け付け。
ところ� 文化会館
対���象� 平成10年4月2日～平成
11年4月1日に生まれた方

問い合わせ　こども育成課☎（81）7011

二十歳の門出を祝う

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
う

〈広告の掲載・お問い合わせは、広報課までお気軽にご連絡ください〉

市民の安全を願う

消防出初式

竹本駒之助 吉田和生



⃝

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
場
合

　
平
成
31
年
1
月
1
日
時
点
で
20
歳
以
上
の
人
で
、「
税

法
上
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い
人
」は
申
告
が
必
要

で
す
。

　
な
お
、
前
年
中
収
入（
所
得
）が
な
い
場
合
や
、
遺
族

年
金
・
障
害
年
金
、
雇
用
保
険
な
ど
の
非
課
税
収
入
が

あ
っ
た
場
合
は
、
所
得
が
な
い
旨
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

⃝

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
場
合

　
平
成
31
年
4
月
1
日
時
点
で
23
歳
以
上
の
人
で
、「
税

法
上
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い
人
」、
又
は「
秦

野
市
外
に
居
住
す
る
人
の
税
法
上
の
扶
養
親
族
に
な
っ

て
い
る
人
」は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
新
年
を
迎
え
、
確
定
申
告
や
市
民
税
・
県
民
税
申
告

の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
税
や
県
民
税
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
財
源

の
中
心
に
な
る
税
金
で
す
。
正
し
い
税
額
を
計
算
す
る

た
め
に
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
申
告
は
、
市
民
税
・
県
民
税
算
定
の

基
礎
資
料
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税

の
算
定
や
福
祉
年
金
・
児
童
扶
養
手
当
の
給
付
等
の
資

料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
証
明
書
・
課
税
証
明
書

等
を
発
行
す
る
た
め
の
基
に
な
り
、
申
告
が
な
い
と
発

行
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
る
た
め
に
も
、

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
な
い
人

その前に

　
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
の
提
出
が
な
い
と
、
次
の
よ

う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

・�

各
部
署
で
所
得
を
用
い
た
算
定
を
正
確
に
行
う
こ
と
が

で
き
な
い（
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
）

・�

各
種
証
明
書（
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
等
）の
交

付
が
す
ぐ
に
で
き
な
い

・
国
民
年
金
の
免
除
申
請
が
で
き
な
い

お
知
ら
せ

　
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
、
医
療
費
な
ど

の
控
除
が
あ
る
場
合
、
そ
の
旨
を
申
告
し
て
い

た
だ
か
な
い
と
、
年
金
の
支
払
報
告
書
の
内
容

だ
け
で
税
額
を
計
算
し
ま
す
の
で
、
税
額
が
高

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
控
除
の
追
加
・
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
忘
れ

ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
年
金
収
入
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の
他
の

所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合
、
申
告
す
る
必
要

は
な
い
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
、
所
得
税（
国
税
）
の
話
で

す
。
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
り
、
確
定
申

告
が
不
要
な
場
合
や
、
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い
情
報
が
あ
る
場
合
は
、
市
民
税
・

県
民
税
申
告
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
情
報
と

は
、
例
え
ば
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、

医
療
費
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
支
払
っ
た
社

会
保
険
料
が
あ
り
ま
す
。

　
扶
養
親
族
を
追
加
・
変
更
し
た
り
、
障
害
者

控
除
や
寡
婦（
夫
）控
除
の
追
加
・
変
更
し
た
り

申告は
 

公
的
年
金
収
入

 

４
０
０
万
円
以
下
の
人
へ

申
告
し
な
い
と
、
税
額

に
影
響
が
出
る
の
？

申
告
を
し
な
い
と
、
市

民
税
・
県
民
税
の
税
額

が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
！

確
認
し
て
み
よ
う
！

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

市
民
税
・
県
民
税
申
告
っ
て

ど
う
し
て
必
要
な
の
？

申
告
し
な
い
と
、

ど
ん
な
影
響
が
出
る
の
？

申
告
が
必
要
な
人
っ
て
、

ど
ん
な
人
？

申
告
書
の
入
手
方
法 

・

申
告
に
必
要
な
も
の

申
告
書
の
入
手
方
法

・�

昨
年
中
、
平
成
30
年
度
市
民
税
・
県
民
税
申

告
書
を
提
出
し
た
人
に
は
、
1
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

・�

郵
送
さ
れ
な
い
人
は
、
市
民
税
課
の
窓
口
や

郵
送
で
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

❶�

印
鑑�

❷����

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

又
は
、通
知
カ
ー
ド
な
ど
の「
番
号
確
認
書
類
」

＋
運
転
免
許
証
な
ど
の「
身
元
確
認
書
類
」

　
※
い
ず
れ
も
写
し
可
。

❸��

源
泉
徴
収
票（
原
本
）

❹���

社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料

な
ど
の
支
払
証
明
書�

❺�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
手
帳
な
ど�

❻���

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
医
療
費
控
除
の
明

細
書�

※�

明
細
書
を
作
成
し
た
場
合
は
、
領
収
書
の
添

付
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
明
細
書
を
作
成

し
な
い
で
領
収
書
原
本
の
添

付
又
は
提
示
に
よ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

相
談
・
提
出

本
庁
舎
2
階　
市
民
税
課

す
る
場
合
も
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

市民税・県民税
申告について必要? 不要?

申告すれば 得 することも!?

❶ ❷ ❸ ❹

❶��

給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
支
払
者
か
ら
、
市
役

所
に
支
払
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ
る
人（
控
除

の
追
加
・
変
更
が
な
い
人
）

❷�

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人

　
平
成
30
年
12
月
末
日
時
点
で
次
の
項
目

に
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を
提
出
し

ま
し
ょ
う
。

❶�「
本
人
」欄
の
障
害
者
や
寡
婦（
寡
夫
）

の
項
目
に
漏
れ
ま
た
は
事
実
と
異
な
る

情
報
が
あ
る
。

❷�「
源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
の
有
無
等
」

欄
に
漏
れ
ま
た
は
事
実
と
異
な
る
情

報
が
あ
る
。

　

�

※�

配
偶
者
が
70
歳
以
上（
昭
和
24
年
1

月
1
日
以
前
生
ま
れ
）の
場
合
は
、

老
人
控
除
対
象
配
偶
者
の
欄
に「
★
」

が
入
り
ま
す

❸�「
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
数
」欄
に
事

実
と
異
な
る
情
報
が
あ
る
。

❹�「
障
害
者
の
数
」欄
に
事
実
と
異
な
る

情
報
が
あ
る
。

〇�

そ
の
他
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
情
報
が
あ
る
。

（
例
）
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
医

療
費
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
支
払
っ

た
社
会
保
険
料
が
あ
る
場
合
な
ど
…

市民税・県民税の特集号 平成31年（2019年）1月1日発行

問い合わせ　市民税課☎（82）5130



ところ と　　き
本町公民館 1月29日㈫～31日㈭
文化会館
（展示室）

2月4日㈪、
6日㈬～8日㈮

相談時間
午前9時半～正午、午後1時～3時半

定 員
午前・午後各90人（当日先着順、午
前8時半から受付票を配布。午前の
受付票が終わり次第、午後の受付票
を配布します。）
※�受付時間内でも定員に達した場合
は�締め切らせていただきます。

※市主催の作成会については、
　広報はだの2月1日号に掲載します。

ところ と　　き

平塚市庁舎
（平塚市役所）

1階 多目的
スペース

2月14日㈭～3月15日㈮
※土・日・祝日を除く。
（2月24日㈰、3月3日㈰は
実施）

※申告書の作成・相談ができます。
※平塚税務署は平塚庁舎内へ移転しました。

申告書入手方法

税務署から郵送（送付対象者のみ）。
1月21日㈪から市役所2階市民税課で配布。
1月上旬から国税庁のホームページ（http://
www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成
コーナー」でも作成できます。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
し
た
申
告
書
は
ｅ—

Ｔ
ａ
ｘ

（http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

）で
送
信
す
る
か
、

印
刷
し
て
平
塚
税
務
署（
〒
２
５
４—

８
５
３
３
平
塚
市

浅
間
町
９—

１
）へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
問
い
合
わ
せ  

平
塚
税
務
署
☎（
２
2
）１
４
０
０

　
年
金
受
給
者
、
給
与
所
得
者
、
小
規
模
納
税
者

対  

象 

　

平
成
29
年
分
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方
は
、
申

告
書
の
控
え
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
譲
渡
所
得
や
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初
め
て
受
け
ら
れ
る
方
、

事
業
所
得
金
額
が
高
額
な
方
、
そ
の
他
内
容
が
複
雑

な
方
の
相
談
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

注
意
事
項

税務署

確
定
申
告
会
場（
作
成
・
指
導
）

所
得
税
確
定
申
告
コ
ー
ナ
ー

税
理
士
会
の
無
料
申
告
相
談

市内
開催

配偶者控除と配偶者特別控除が変わります平成31年度の市民税・県民税から
（所得税は平成30年分から）

エルタックスは地方税に関する手続きをインターネットを利用して簡単に行うシステムです。 秦野市は、eLTAXの利用を推奨しています。

秦野市で
ご利用いただける

手続き
●法人市民税　中間申告、確定申告、修正申告、法人設立・設置届出、異動届出など
●固定資産税（償却資産）　償却資産申告

利用についての問い合わせは
eLTAXホームページ

（http://www.eltax.jp/）を御覧ください。

●個人市民税・県民税　給与支払報告書の提出、特別徴収関連手続き

　納税義務者（扶養する人）の所得が1000万円超
で、配偶者の所得が38万円以下の場合は、控除対

象配偶者とはなりませんが、配偶者が障害者であれば、「同一生計
配偶者」として障害者控除をとることができます。

【
改
正
前
】

配偶者の所得 控除額
配偶者
控除

38万円以下
( )内は老人控除対象配偶者

33万円
(38万円)

配
偶
者
特
別
控
除

38万円超　 45万円未満 33万円
45万円以上 50万円未満 31万円
50万円以上 55万円未満 26万円
55万円以上 60万円未満 21万円
60万円以上 65万円未満 16万円
65万円以上 70万円未満 11万円
70万円以上 75万円未満 6万円
75万円以上 76万円未満 3万円
76万円以上 0万円

★所得税の配偶者特別控除額が配偶者控除額と同額となるのは配偶者の所得が85万円以下です。

【
改
正
後
】

納税義務者（扶養する人）の所得

900万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1000万円以下

配偶者
控除

配偶者の所得38万円以下
( )内は老人控除対象配偶者

33万円
(38万円)

22万円
(26万円)

11万円
(13万円)

配
偶
者
特
別
控
除

  38万円超　  90万円以下(★) 33万円 22万円 11万円
  90万円超　  95万円以下 31万円 21万円 11万円
  95万円超　100万円以下 26万円 18万円   9万円
100万円超　105万円以下 21万円 14万円   7万円
105万円超　110万円以下 16万円 11万円   6万円
110万円超　115万円以下 11万円   8万円   4万円
115万円超　120万円以下   6万円   4万円   2万円
120万円超　123万円以下   3万円   2万円   1万円
123万円超   0万円   0万円   0万円

　納税義務者（扶養する人）の所得が900万円以下
で、配偶者の所得が38万円超85万円以下の場合は、

従来の所得控除額と同額になりますが、38万円を超えた時点で税
法上の被扶養者ではなくなるのは改正前と同じです。

これまで妻は給与収入を扶養範囲内の103万円に抑えていまし
たが、私の給与収入が1120万円（所得でいうと900万円）以下な
ら、妻は150万円まで働いても損はしないのでしょうか？

私は年金をもらいながらパートで働いています。
所得の計算方法を教えてください。

給与収入と年金収入についてそれぞれ所得を算出し、
合計してください。

改正後は、配偶者が給与収入150万円（所得でいうと85万円）まで
働いても、あなたの税金の負担額は変わりません。

　ただし、配偶者の所得や勤務日数が一定の条件を超えると、配偶者はあなたの社会
保険（健康保険や年金）の扶養から外れ、社会保険料を負担することになります。また、
勤務先の家族手当などの支給要件から外れる場合があります。これらの要件は、勤務
先の規模や、社内規定などによりますので、詳しくは双方の勤務先に確認してください。
　なお、配偶者の給与収入が100万円（所得でいうと35万円）を超えると住民税が、
103万円（所得でいうと38万円）を超えると所得税が配偶者自身にも原則かかります。

納税義務者（扶養する人）の所得
1000万円以下 1000万円超

配偶者の
所得 配偶者控除 配偶者の

障害者控除 配偶者控除 配偶者の
障害者控除

38万円以下 ○とれる ○とれる ×とれない ○とれる
38万円超 ×とれない ×とれない ×とれない ×とれない

配
偶
者
の
所
得

（万円）

（万円）900 950 1000

同一生計配偶者

納税義務者（扶養する人）の所得

38
（老人）控除対象配偶者

Q1

Q2

A

A

給与　給与収入161万9千円未満の場合……給与所得＝給与収入－65万円  

年金　年金収入330万円（65歳未満の方は130万円）未満の場合
65歳以上の方の年金所得＝年金収入－120万円
65歳未満の方の年金所得＝年金収入－ 70万円
※年齢は、収入を受け取った年の翌年1月1日時点

給与所得 ＋ 年金所得 ＝合計所得金額

ここに注意！
その１

ここに注意！
その2

　これまでは、市民税・県民税の配偶
者控除額は一律33万円（老人控除対象
配偶者は38万円）でしたが、今回の変
更により、納税義務者（扶養する人）に
所得制限が設けられます。納税義務者
（扶養する人）の所得が900万円を超え
ると配偶者控除の金額が段階的に減額
し、1000万円を超える場合は適用で
きなくなりました。

　配偶者特別控除が適用できる配偶者の所得
の上限が123万円まで拡大され、それに合わ
せて控除額が変更されます。
　また、納税義務者（扶養する人）の所得が
900万円を超えると、控除額が段階的に減額
されます。
　なお、納税義務者（扶養する人）の所得が
1000万円を超える場合は、配偶者特別控除
は従来どおり適用できません。

配偶者控除を
申告する人に
所得制限が
設けられます

配偶者特別控除が
適用できる
配偶者の所得の
上限が拡大されます

市民税・県民税の配偶者控除額及び配偶者特別控除額

1 2

問い合わせ　市民税課☎（82）5130




